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評
論
家
に
盆
暮
れ
に
は
五
百
万
円
ず
つ
届
け
た
―
。
小
渕

内
閣
で
官
房
長
官
を
務
め
た
野
中
広
務
氏
が
先
月
、
官
房
機

密
費
の
使
途
で
、
暴
露
発
言
を
し
た
。
折
し
も

一
連
の
検
察

報
道
な
ど
で

「
メ
デ

ィ
ア
不
信
」
が
漂
う
中
、
発
言
は
波
紋

を
広
げ
た
。
受
け
取

っ
た
人
物
の
具
体
名
に
つ
い
て
は
、
明

か
さ
れ
ず
じ
ま
い
。
た
だ
、
河
村
建
夫
前
官
房
長
官
の
使
途

疑
惑
、
政
権
交
代
後
も
透
明
化
が
進
ま
な
い
な
ど
、
官
房
機

密
費
の

「
闇
」
は
い
ま
だ
深
い
。

（加
藤
裕
治
、
秦
淳
哉
）

省
職
員
に
よ
る
外
交
機
密
費
横

領
事
件
の
際
も
、
共
産
党
が

一

九
九
〇
年
代
初
頭
の
官
房
機
密

費
の
内
部
資
料
を
入
手
し
、
国

会
で
取
り
上
げ
た
。

本
紙
の
取
材
申
し
込
み
に
野

中

氏

側

は

「
こ
の
件

で
は

現

在
、
取
材
を
受
け
な
い
」

（
同

氏
事
務
所
）
。
そ
こ
で
、
失
礼

を
承
知
で

″
有
識
者
〃
に
聞
い

て
回

っ
た
。

ま
ず
は
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
政

治

評

論
家

の
三
宅

久
之

氏
。

「
野
中
さ
ん
か
ら
官
房
機

密
費
を
も
ら

っ
た
こ
と
は

一
切

な
い
。
彼
が
思
わ
せ
ぶ
り
な
こ

と
を
言
う
か
ら
、
大
変
迷
惑
し

て
い
る
」

た
だ
、
三
宅
氏
は
中
曽
根
内

閣
当
時
、
故
藤
波
孝
生
官
房
長

官
の
秘
書
か
ら
百
万
円
の
提
供

が
あ

っ
た
と
振
り
返
る
。

「藤

波
氏
が
予
定
し
て
い
た

二
回
の

講
演
会
に
出
ら
れ
ず
、
代
わ
り

に
講

演

し
、

百

万

円

（講

演

料
）
を
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ

っ

た
。
し
か
し
、
自
分
の
信
条
か

ら
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
し

て
い
な
い
。
お
金
の
出
ど
こ
ろ

が
官
房
機
密
費
か
ど
う
か
は
考

え
た
こ
と
も
な
い
」
と
語
る
。

メ
デ

ィ
ア
ゃ
評
論
家
と
政
治

権
力
の
距
離
に
つ
い
て
、
三
宅

氏

は

「
提

供

を

『
断

れ

ば

い

い
』
と
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、

必
ず
相
手
と
の
関
係
が
悪
化
す

る
。
最

終

的

に
は
良

心

の
間

題
」
と
悩
ま
し
さ
を
隠
さ
な
い
。

元
自
民
党
衆
院
議
員
の
浜
田

幸

一
氏
は

「
議
員
だ

っ
た
時
は

配
る
役
を
し
た
し
、
自
分
も
も

ら

っ
た
。
引
退
し
て
か
ら
は
な

い
」
と
い
う
。

浜
田
氏
が
国
会
で
活
躍
し
た

当
時
は
、
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体

制
。
機
密
費
の
使
途
は
法
案
を

通
す
た
め
の
野
党
対
策
と
、
自

民
党
議
員
の
選
挙
資
金
だ

っ
た

と
明
か
す
。

野
党
議
員

へ
の
受
け
渡
し
方

法
は

「料
亭
で
封
筒
に
入
れ
た

現

金

を
座

布

団

の
下

に
仕

込

む
。
野
党
議
員
は
座
る
前
に
座

布
団
の
下
を
探
る
。
幹
事
長
の

所

へ
直
接
、
受
け
取
り
に
来
た

野
党
ト

ツ
プ
も
い
た
」
。
額
は

「封
筒
の
中
は
百
万
円
や
五
十

万
円
。
幹
事
長
か
ら
直
接
の
時

は
五
千
万
円
だ

っ
た
」
と
い
う
。

選
挙
資
金
に
つ
い
て
は

「
派

閥
の
親
分
か
ら
ｂ
自
分
は
手
を

出
し
て
催
促
す
る
方
。
額
は
二

千
万
円
や
三
千
万
円
だ
」
。
ち

な
み
に
メ
デ

ィ
ア
ゃ
言
論
人
に

対
し
て
は

「
私
と
親
し
い
記
者

た
ち
に
は
受
け
取
る
人
は
い
な

か

っ
た
」
と
話
し
た
。

野
中
氏
は
先
月
十
九
日
の
民

放
テ
レ
ビ
番
組
、
二
十
三
日
に

は
那
覇
市
で
の
講
演
で
機
密
費

問
題
に
触
れ
た
。

同
氏
が
官
房
長
官
を
務
め
た

の
は

一
九
九
八
年
七
月
か
ら
翌

年
十
月
ま
で
。
当
時
、
首
相
や

自
民
党
の
衆
院
国
対
委
員
長
、

参
院
幹
事
長
ら
に
機
密
費
か
ら

月
々

一
定
額
を
届
け
た
と
い
う

話
に
加
え
、

「
言
論
活
動
で
立

派
な
評
論
を
し
て
い
る
人
た
ち

の
と
こ
ろ
に
、
盆
暮
れ
に
五
百

万
円
ず

つ
届
け
る
こ
と
の
む
な

し
さ
」
な
ど
と
発
言
し
た
。

機

密

費

の
使

途

に

つ
い

て

は
、
こ
れ
ま
で
も
写
真
週
刊
誌

「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」

（現
在
は
廃

刊
）
が

三
〇
〇
〇
年
、
複
数
の

評
論
家
の
名
と
金
額
と
み
ら
れ

る

数

字

が

並

ん
だ

「
極

秘

メ

モ
」
を
報
道
。
〇

一
年
の
外
務

評論家ら受領を否定

匪翡訓墜華瓢 正式には内閣官房報償
費。政府答弁書などによると「国の事業

を円滑かつ効果的に遂行するために状況
に応 じて機動 的に使 う経費」とされる。

領収書は不要で使途も支出先も明らかに

されない。会計検査院もノータツチだ。

政権交代後も2010年度予算では前年度と

同じ14億6000万円が計上されている。
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０
暴
露
発
言
を
し
た
小
渕
政
権
当
時
の
官
房
長
官
、
野
中
広
務
氏
＝
昨
年
５
月
、
名
古

屋
市
内
で
　
０
月
額
の
み
の
官
房
機
密
費
の
発
表
を
終
え
、
記
者
会
見
室
を
後
に
す
る

平
野
博
文
官
房
長
官
＝
昨
年
Ｈ
月
、
首
相
官
邸
で
　
●
河
村
建
夫
前
官
房
長
官
。
官
房

機
密
費
を
め
ぐ
り
、
市
民
団
体
か
ら
告
発
さ
れ
て
い
る
＝
昨
年
４
月
、
首
相
官
邸
で
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野
中
氏
が
機
密
費
を
受
け
取

ら
な
か

っ
た
人
物
と
し
て
名
前

を
挙
げ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

田
原
総

一
朗
氏
。
当
時
の
提
供

の
も
よ
う
に

つ
い
て
田
原
氏
は

「
野

中

さ

ん

の
事

務

所

か

ら

『
い
い
お
茶
が
採
れ
た
か
ら
渡

し
た
い
」
と
連
絡
が
あ
り
、
全

国
空
ホ
テ
ル
（当
時
、
東
京
）
で

女
性
か
ら
受
け
取

っ
た
。
帰

っ

て
か
ら
見
る
と
、
茶
と

一
緒
に

封
筒
入
り
の
現
金
が
あ

っ
た
。

丁
寧
な
手
紙
を
添
え
、
返
し
に

行

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

「
僕
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
（
評

論
家

ら

へ
の
）
金
銭

の
提
供
は

な
く
は
な
い
。
最
初
に
提
供
の

依
頼
を
受
け
た
の
は
田
中
角
栄

さ
ん
か
ら
。
僕
は
返
し
た
が
、
｝
」

れ
を
機
に
田
中
さ
ん
の
秘
書
の

故
早
坂
茂
三
さ
ん
は
僕
を
信
用

し
て
く
れ
た
と
思

っ
て
い
る
」

た
だ
、
田
原
氏
は

「
政
界
周

辺
で
は
現
金
を
受
け
取
ら
な
い

方
が
非
常
識
と
な

っ
て
い
る
」

と
も
指
摘
し
た
。

政
治
評
論
家
の
俵
孝
太
郎
氏

は

「
野
中
さ
ん
か
ら
金
銭
を
受

け
取

っ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
が

政
府
や
関
係
機
関
か
ら
原
稿
料

や
講
演
料
な
ど
の
謝
礼
を
も
ら

っ
た
こ
と
は
あ
る
。
私
の
よ
う

な
フ
リ
ー
に
は

コ
メ
ン
ト
や
原

稿
書
き
は
仕
事
だ
」
と
話
す
。

「
昔
は

一
定
水
準
以
上
の
記

者
が
退
職
し
た
ら
、
そ
の
後
に

金

銭
提

供

さ
れ

る
例

は
あ

っ

た
。
今
は
問
題
視
さ
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
そ
れ
が
常
識
だ

っ

た
。

（機
密
費
の
使
途
の

一
つ

の
）
情
報
収
集
の
経
費
に
領
収

書
は
と
れ
な
い
。
労
働
組
合
や

新
聞
社
も
同
じ
こ
と
で
、
そ
う

し
た
金
が
な
け
れ
ば
、
世
の
中

が
成
り
立
た
な
く
な
る
」

さ
ら
に
メ
デ

ィ
ア
と
政
治
権

力
の
金
銭
関
係
に

つ
い
て

「
例

え
ば
閣
僚
の
外
遊
。

一
般
に
は

新
聞
社
が
同
行
記
者
の
分
担
金

を
払
う
。
だ
が
、
そ
れ
で
ま
か

な
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
文
化

担
当
が
取
材
相
手
か
ら
本
や
チ

ケ

ッ
ト
の
提
供
を
受
け
て
批
評

を
書
く
の
と
構
図
は
同
じ
で
、

機
密
費
だ
け
批
判
す
る
の
は
お

か
し
い
」
と
主
張
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
回
答
が
得

ら
れ
な
か

っ
た
人
を
含
め
て
数

人
に
聞
い
た
。
テ
レ
ビ
出
演
の

多

い
拓

殖

大

の
森

本
敏

教
授

（安

全

保

障
）

の
事

務

所

は

「
そ
の
よ
う
な
金
を
受
け
取

っ

た
こ
と
は
な
い
」
、

ニ
ュ
ー
ス

キ

ャ
ス
タ
ー
の
古
舘
伊
知
郎
氏

は
事
務
所
を
通
じ
て

「
野
中
氏

と
は
接
点
が

一
切
な
い
。
機
密

費
を
受
け
取

っ
た
こ
と
も

一
回

も
な
い
」
と
回
答
を
寄
せ
た
。

ち
な
み
に
東
京
新
聞

（
中
日

新
聞
東
京
本
社
）
の
河
津
市
三

編
集
局
長
は

「
取
材
相
手
と
深

い
関
係
を
築
く
こ
と
は
必
要
。

だ
か
ら
と
い

っ
て
、
取
材
相
手

か
ら
記
者
が
金
銭
を
受
け
取

っ

て
い
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

仮
に
提
供
が
あ

っ
て
も
断
る
の

が
当
然
だ
。
私
自
身
は
取
材
の

過
程
で
、
金
銭
の
提
供
を
受
け

た
こ
と
は
な
い
」
と
話
し
た
。

最
近
の
官
房
機
密
費
を
め
ぐ

る
問
題
で
は
、
麻
生
内
閣
当
時

の
河
村
建
夫
官
房
長
官
が
昨
夏

の
衆
院
選

二
日
後
に
二
億
五
千

万
円
を
引
き
出
し
て
い
た
こ
と

で
、
大
阪
市
の
市
民
団
体
が
河

村
氏
を
詐
欺
や
背
任
容
疑
で
東

京
地
検
特
捜
部
に
刑
事
告
発
し

た
。
河
村
氏
側
は
「使

い
切

っ

た
」
と
す
る
が
、
市
民
団
体
の
代

理
人
の
辻
公
雄
弁
護
士
は

「
政

権
交
代
ま
で
間
が
な
い
時
期
に

多
額
の
機
密
費
が
必
要
な
は
ず

は
な
く
、
着
服
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
野
中
発
言
も

一
部
だ
け

で
、
使
途
の
す
べ
て
を
言

っ
た

と
は
思
え
な
い
」
と
い
ぶ
か
る
。

今
回
の

″
野
中
発
言
〃
は
世

論
誘
導
に
機
密
費
が
使
わ
れ
た

疑
惑
が
焦
点
だ
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤

貴
男
氏
は

「実
際
に
は
講
演
料

や
原
稿
料
名
目
で
持
ち
掛
け
ら

れ
た
場
合
、
も
ら

っ
て
よ
い
か

否
か
の
線
引
き
は
難
し
い
」
と

語
る
。
そ
の
う
え
で
、
自
ら
の

仕
事
の
原
則
を
こ
う
話
し
た
。

「小
泉
政
権
以
降
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
権
力
の
宣
伝
機
関

に
な

っ
た
。
強
い
も
の
に
付
い

た
方
が
都
合
良
い
か
ら
で
、
野

中
発
言
も
仲
間
内
で
カ
ネ
を
山

分
け
し
た
印
象
だ
。
で
も
、
生

活
が
苦
し
く
な

っ
て
も
、
あ
く

ま
で
権
力
を
批
判
す
る
の
が
私

た
ち
の
仕
事
だ
」
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